
生物学で「わからないこと」があると、その進化について考えることがあります。
生物はなぜ老いそして死のか？という疑問についても同様です。全ての生物
は必ず死ぬので、「死」の起源を遡ると生物が誕生する前の段階まで行き着い
てしまいます。一方「死」の前に訪れる「老い」については、生きものによってか
なり違うので、最近に現れた、しかもヒト特有のもののようです。本セミナーで
は「老い」と「死」の意味について生物学的な視点から考えてみます。

※本セミナーは、「生命科学III」および「分子生物学特論3」の授業の一環ですので、受講
生は出席してください。

分子生物学科・戦略研究センター グリーンバイオサイエンス
研究領域共催セミナー

生物はなぜ老い、そして死ぬのか

小林武彦先生
（東京大学定量生命科学研究所・教授）

9月2日（火）14:00-15:20
全学講義棟1号館1-207番教室

問い合わせ先：西山（内線796152）


